
15 － 22
14 － 23
19 － 20
24 － 23
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 24 2 7 4 4 4 0 0 0 0 0

○ 5 13 1 4 2 4 5 0 0 0 0 3

○ 6 4 0 2 0 3 6 0 0 0 0 0

○ 7 10 0 4 2 2 7 0 0 0 0 0

8 1 0 0 1 1 8 0 0 0 0 1

9 3 0 0 3 1 ◎ 9 11 0 4 3 2

10 0 0 0 0 0 ○ 10 23 5 4 0 4

11 0 0 0 0 0 ○ 11 22 0 9 4 3

12 0 0 0 0 0 ○ 12 6 2 0 0 5

13 1 0 0 1 0 13 13 0 6 1 3

14 0 0 0 0 0 ○ 14 13 0 5 3 1

15 4 0 2 0 0 15 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 17 0 0 0 0 0

○ 18 12 0 5 2 3 18 0 0 0 0 0

72 3 24 15 88 7 28 11

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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岩国工 72 88

両チームともハーフのマンツーマン。豊浦はポイントガード#14のを３番で起用するシステムで攻める。これが的
中。#14のドライブやジャンプショットが面白いように決まり得点を重ねていく。また、守っては、岩国工#4を
#11が徹底マーク。ミスマッチながらインラインを粘り強く守り得点を許さない。岩国工は豊浦のチームファール
で得たフリースローの得点でついていくも、１５-２２と豊浦７点リードで１Ｑを終了する。
２Ｑ豊浦は#10の外角が好調。ＤＥＦもプッレシャーがかかり、インターセプトからの得点などでリードを広げ
る。余裕の出た豊浦は#9#10をベンチに下げる。これでややリズムの崩れた豊浦の得点が止まる。更に追い打ちを
かけるように１Q好調の#14が足の故障で退場。どうなるかと思われたが、再び出場の#10がまたまた炸裂。#9もオ
フェンスリバウンドを頑張り、岩国工につけいる隙を与えず２９-４５とリードを広げて前半を終了する。
後半、岩国工はカウント後の１－２－１－１プレスとハーフの１－２－２ゾーンからのライン際ダブルチームで
反撃を試みるも本日絶好調の豊浦#10が攻めの形など関係ない驚異の３Ｐを連発し、岩国工の思惑を打ち砕く。仕
方なく岩国工はディフェンスを元に戻さざる得なくなり豊浦のリズムを崩すことができないまま４８-６５で３Ｑ
終了。運命の４Ｑ両チームとも必死の攻防を繰り広げる。特に劣勢の岩国工はプレスやゾーン、ダブルチームと
ディフェンスで仕掛けるも、豊浦のディフェンスを崩すことができず得点差は縮まらない。結局豊浦が前半の
リードを守りきり７２-８８で勝利を収め、高校生ケイジャー憧れのインターハイへの出場を決めた。全力で戦っ
た両チームの選手達に拍手を送りたい。
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